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市販緑茶の直接摂取の影響
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　【目的】　著者らは、市販緑茶（煎茶）を料理の素材として利用することを提案し報告したt )2>。そこには、

料理の素材としての可能性、微量栄養素や食物繊維の供給可能量、ラットを用いた長期（28週間）飼育試験、病

理組織学的検索および血液の生化学試験の結果から、緑茶直接摂取の有用性を示した。

　ここでは、先のラットを用いた長期飼育試験中に実施した、各種栄養素の見かけの消化吸収率および出納、ま

た、骨への緑茶直接摂取の影響について報告する。

　【方法】旦実験動物_および飼育方法: 3週齢のウイスター系雄ラットを、AIN-76飼料を基礎とした標準飼料

で７日間予備飼育後、4匹づつ３区［対照区、1 %区、5 %区3に分けた。飼料および純水は自由摂取とし、12

時間サイクルの明暗（明7:00～19:00）、温度22°C、湿度60％で飼育した。（匙出納試験：飼育25週目の４日間代謝

ゲージを用いて、糞、尿の全量を採取後、分析を行い、その間の飼料摂取量、並びに分析値を基に各栄養素の出

納を計算した。蛮骨の分析：飼育28週後に解剖し、各臓器の所見等2)を行った後、右足の大腿骨および脛骨十眺

骨を摘出した。骨は、脱脂、乾燥を行った後測重した。次いで灰化、塩酸処理を行いミネラルの分析を行った。

　【結果】　①体重変化：試験４日間の飼料摂取量、増加体重、飼料効率は、先に報告した2）28週間の結果と同

様であり、1 %区の飼料摂取量が他の２区より有意（対照区とはpく0.01, 5 %区とはpく0. 05）に多かった他は、差

ゝ皿こ

とおりである。それぞれの有意差は、固形分では緑茶の水溶性成分　見かけの消化吸収率（％）に及ぼす緑茶粉末の影響

の影響が、､タンパク質では含窒素化合物（カフェイン、クロロフィ　　　　　　　対照区　　　1 ％区　　　5%区

ル等）の影響が、粗脂肪ではクa aフィルの影響が、灰分では緑茶固形分　93.1士0.3'　94.6±0.5"　96.1±0.2°
s *ラｔの影響が考えられた。　③Jｔ7T出納:一先の消化吸収率は緑ﾀ。･ｸ質　95.5＋0.6"　95.1

＋0.5' 93.3±0.5''
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1)2’桑野和民、酒巻千波、三田村敏男：家政誌、投稿中
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灰　分　60.6±2.0' 70.1±2.7'' 69.7±3.1'

　異なったmiﾍ' ﾂﾄ関には有意差（pくo.onあり。

　　マウスおよびラツトの脂質代謝に

　　　　　及ぼす緑茶粉末の影響

東京家政学院短大　○桑野　和民　　酒巻　千波　　小田　尚子　　三田村　敏男

　　【目的】　著者らは、ラットによる長期飼育試験により、緑茶の直接摂取が、エネルギーの過剰摂取による脂肪

肝や腹腔内への脂肪の蓄積を防止し、血清コレステp ―ルの値を正常化する等の脂質代謝への好影響を示すことを

報告した1>。今回は、マウスを使ってこの作用の確認試験を行うと共に、緑茶のどの成分が脂質代謝に影響を与え

るかをラットを用いて検討したので報告する。

　　【方法】　実験I:12週齢のC67BL/6NCri雄マウス40匹を、５匹づつポリカーボネイト製ゲージに入れ、２区（

各４グループ）に分けた。対照区には、市販固形飼料（オリエンタル酵母、飼育用粉末）にセルロース粉末を1 %

添加したものを、緑茶区には、同粉末飼料に緑茶粉末を1%添加したものを与え、17週間飼育した。飼育後解剖し

各種臓器状態の観察後、肝臓、腎臓および腹腔内貯蔵脂肪の重量を測定した。実験11:3週齢のS D系雄ラット20

匹を１匹づつステンレス製ゲージに入れ、辻ら2)のコレステロール代謝研究用飼料を基礎とした基本飼料（ラード

10％、セルD ース5 %含有）で７日間飼育後、基杢且i^区、趾丘E. （基本飼料にコレステロール1 %、胆汁塩0.3％

添加）、緑茶区、脱色緑茶粉末区、挫差匯並区（以上の３区は、対照区飼料のセルロ　スを緑茶粉末等と置換）の

５区に分け、２週間飼育した。飼育後解剖し各臓器状態の観察、重量測定および血清脂質の分析を行った。

　　【結果】　実験Ｉ：飼料摂取量は、緑茶区が有意（pく0.05）に多かったが、飼料効率には差はなかった。各臓器の

状態は両区共全く異常は認められず、肝臓および腎臓の重量、体重lOOgあたりの重量共に有意差は認められなかっ

たｏ腹腔内貯蔵脂肪重量は、対照区2.40±0. 46g(6.67±0. 99g／体重lOOg）、緑茶区1.52g±0.40g(5. 29±1.13g／体

重lOOg）と有意（pく0.05)に緑茶区が少なかった。以上の結果は、先に報告しだラットの場合と同様の結果であり、

緑茶の脂質代謝へ､の好影響がマウスにおいても確認された。実験Ｈ：本実験結果からは、ペクチンやコン― ャクマ

ンナン等のような顕著な血清コレステロ―ル正常化作用は認められなかった。従って、緑茶の直接摂取は、上記の

ような高コレステロール飼料の短期飼育における脂質代謝正常化作用は低く、一般的な飼料における比較的長期の

飼育で有効であると考えられた。現在、飼料組成および飼育期間を変更して同様の実験を行い、脂質代謝に影響を
与える成分の推定を進めている。

９桑野和民、酒巻千波、三田村敏男：家政誌､､･投稿中　　2)辻啓介ら：栄養学雑誌、26、113 （1968）


